二十 八、 九 歳の 職人 風の 男が、 いつの まに やって来 

たもの か、 わたしの いると ころから 数 間 はなれた 岸に、 

佇んで いるではありません か。 (はてな？) とわたし 

は 思いながら、 その 男の 視線 を迪 つて 行きました。 岸 

に 近い 水面 を 睨んで いました。 そこで わたし も 水面 を 

見ました。 

(成程、 これ じ ゃァ誰 だって、 眼 をつ ける だろう よ) 

と、 わたし は 眩き ましたつ け。 この 川 (幅 三十 間と 

ひろびろ 

いわれて いる 庄内 川) は、 周囲に ひろがつ てい、 広漠 

とした 耕地 一帯 をうる おす、 灌 1 用の 川だった ので、 

わらくず 

上流から は 菜の 葉 や 大根の 葉 や、 藁 屑な どが 流れて 来 



てい ましたが、 どうでしょう、 流れて 来た それらの 葉 

ゆる 

や 藁 屑が、 その 男の 立って いる 辺まで 来ます と、 緩く 

うず ちゅうちょ 

渦 を まき、 躊躇で もす るよう に 漂った あげく、 沈んで 

しまう ではありません か。 (あれへ 眼 をつ ける あの 野 

郎 こそ 怪しい) 

と、 私と いたしまして は、 職人 風の 男へ かえって 不 

審を打 つたの で) J ざ います。 

(只者 じゃァ ない、 うろんな 奴 だ) 

私 は 考えに 沈みながら、 広い 耕地 を 見やりました。 

野菜の 名産 地の 尾 張 城下の 郊外です、 畑と いう 畑に は 

と さ 

季節の 野菜が、 濃い 緑、 淡い 緑、 黄が かった 緑な どの 



別墅 へ、 ひどく 執着 を 持ち、 お 手討ちに なつてから も、 

その 別墅へ 夜な夜な 姿 を 現わされる。 —— という 因縁 

づきのお 屋敷な ので。 

ひとりで 

(流れ 屑が 自然に 沈む 淵が あったり、 化け物 屋敷が 

あつたり して、 この 界隈 は 物騒 だよ) と、 私 は 眩 いた 

ことでした。 

二 

(おや) と 驚いて 川 添いの 堤へ 眼 を やった の は、 それ 

のば かま は あみがさ 

から 間もなくの ことでした。 野 袴 を 穿き、 編 笠 を か 



むった、 立派な みなりのお 侍 様 五 人が、 半 僧 半 俗と いつ 

まる つむ ずきん うすもの 

たような、 円め たお 頭へ 頭巾 をいた だかれ、 羅 織の 

被 風 をお 羽織りに なられた、 気高い お 方 を 守り、 こな 

たへ 歩いて 来る からでした。 

(これ は 大変な お 方が 来られた) 

こうわた し は 眩 きました が、 半 僧 半 俗の そのお 方が、 

さき 

前の 尾 張 中納言 様、 ただ今 は ご 隠居 あそばされて、 

むねんぼう たいしん なの 

無念 坊退 身と ぉ宣リ にな リ、 西 丸に 住居して おいで あ 

そばす、 徳川宗 春 様で あられる のです から、 驚いた の 

は 当然でしょう。 

と、 宗春様 はお 足 を とめられ、 何やら 一 人の ご 家来 
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「わたし は 大工な ので ございま すが、 親方の ご機嫌 を 

とリ そこなって、 職 を 分けても らう ことができ なく 

なつたん で。 …… どうした もの かと、 思案し いしい 歩 

いています うちに、 こんなと ころへ 来 ましたんで。 … 

…そこで ぼんやり 川 を 眺めて …… 」 

手 を 見せろ」 

？ なんで 手 を？」 

いか 調べ て やる」 



J が ある はず だ」 



と 西条勘 右衛門 様 は —— そう、 編 笠が 取れ ましたの 

ちゆ-つ じよ-つり ゆ-つ 

で、 そのご 家来が 尾 張の 藩 中で も、 中 条 流で は 使い 

手と いわれる、 西条様 だとい うこと がわ かりまし たが、 

まつこ ラ 

そう 仰せられ ると、 踏み込み、 刀 を 真 向に ふり かぶり、 

倒れて いる 職人 風の 男の 背 をめ がけ、 お斬りつ けなさ 

いました。 

が、 その 途端に 土と 小石と、 むしられた 草と が ひと 

つに なって、 バッ と宙へ 投げ上げられ、 つづいて 烈し 

い 水 音が して、 職人 風の 男 は 見え なくなって しまい ま 

した。 川へ 飛び込んで 逃げた のでした。 



二度目に この 男と 逢い ましたの は、 それから 三日 後 

かこまち 

のこと でありまして、 名 古屋ぉ 城下 は 水 主 町、 尾 張 様 

とう リ よう もちだ みょうじ 

御用の 船大工の 棟梁、 持 田と いう 苗字 を 許されて い 

る八郎 右衛門と いうお 方の 台所 口で。 

燈 ともし ころの ことでありまして、 わたし は その 曰 

もの ご 

そのお 宅へ、 物乞いに 参った ので ございます。 それ ま 

でに も 再々 参った ことがありまして、 そのお 宅 はい わ 

ば わたしに とりまして は、 緦 張りの 一 つだった ので ご 

ざいます。 ) J 主人 様が ご 親切 だからで ございましよ う 



が、 下女下男 までが 親切で、 わたしの 顔 を 見ます ると 

「勢 州が 見えた から 何 かやりな」 と、 面 桶の 中へ、 焚 

きたての ご飯な ど を、 お入れ 下さる ので ございます。 

さて その 日 も、 ご飯 を 頂戴いた しました ので、 台所 口 

へ い とおり 

から 出て、 塀に 添って 往来の 方へ 歩いて 行きました。 

すると 行く手から、 一人の 男が やって 参り ましたが、 

うめ 

お 台所ち かくまで 参ります と、 にわかに 呻き 声 を あげ 

て、 地へ 倒れた では ございま せんか。 驚いて わたし は 

引き返し、 その 男の 側へ 参り、 顔を觀 きこみ ましたと 

ころ、 例の 男だった ので ございます。 

ひとしば い 

(さて はこの 男 ここで また 一 芝居 を …… ) 



れ たの を 聞いて、 わたし は 厭な 気が いたしました つけ。 

それと いうの も 日ごろから、 そのお 美し さと 初々 しさ 

とに、 感心 もし 敬っても いる、 お 小夜 様だった からで 

,1 J ざいます。 お 小夜 様 のお 年 は 十九 歳で ございました 

が、 すこし 小柄で ございま したので、 十七 歳ぐ らいに 

しか 眺められず、 小さい 口、 つまみ 鼻、 脆の 形 をした 

艷の ある 眼、 人形 そっくりで ございました。 大工の 棟 

梁と は 申しましても、 尾 張 様 御用の 持 田家 は、 素 晴ら 

しい 格式 を 持って いまして、 津田助 左衛門 様、 倉 田 新 

きょす ごえ 

十郎 様、 などと いう、 清洲越 十九 人 衆の、 大金 持の 

ごようた ししゅう そんしょく 

御用達 衆と、 なんの 遜色 もない のでありまして、 その 



(途方に くれてい るら しい) わたし はお かしくな り ま 

した。 (殺生 だが 一 つから かって やろう) というの は、 

そのお 侍さん の 誰で あるかが、 私に わかって いたから 

で。 

そこで わたし はお 侍さん に 近より、 

あなた さま 

「討ち 損じた は貴郎 様の 未熟、 それで さがし 出して 討 

とうとな されても、 あてなし にお さがしな されて は、 

なんで はし つ こい 江戸 者な ど を、 さがし 出す ことが で 

きましょう」 

と、 ささやく ように 言って やりました。 

西条勘 右衛門 様の 驚くまい ことか —— そう、 そのお 



こもん こはんち よう 

わりました。 と、 東側の 小 門から 小 半 町 ほど 距 たった 

辺に、 こん もりした 林が ありました。 それ を わたし は 

眺め やり ましたが (あれに 任 かせて 置けば 大丈夫 さ) 

と、 こう 心中で 思いまして、 そのまま 先へ 進んで 行き 

ました。 足場の よいと ころまで やって来ました。 そこ 

いただき 

で わたし は 木立へ 登り、 そこから 土塀の 頂 へ 登り、 

お 屋敷の 構内へ 飛び下りました。 構内の 土塀 近くに 

かえで まき 

茂って いるの は、 松 や 楓ゃ横 や 桜の、 植え込みで ござ 

いました。 

(塀 外の 木立ちと 高い 厚い 土塀と、 そうして 内側の こ 

の 植え込み とで、 こう 厳重に 鎧 われたん では、 屋敷 内 



で 何 を 企てようと、 外から は 見え もしなければ 聞こえ 

もしない。 まして その上に 化け物 屋敷な どと いう、 気 

味の 悪い 噂 を 立てて おいたら、 近寄ろう とする 人 はな 

いだろう。) 〔# 「近寄ろう とする 人はないだろう。)」 は 底 

本で は 「近寄ろう とする 人はないだろう。 匕 

そんな こと を わたし は 思いながら、 植え込み を わけ 

て 進んで 行きました。 と 行く手から 大勢の 人声 や、 物 

を 打つ 音 や 物 を 切る 音 やが、 潮の 遠鳴りの ように 聞 こ 

え、 燈の 光な ども 見えて 来ました。 不意に その 時人 声 

が、 此方へ 近づいて 参りました ので、 わたし は 藪 蔭へ 

身 を かくしました。 



「見慣れない 奴で ありまし たよ」 

「外から 忍び込んだ 人間ら しい」 

「どうあろう とさが し 出して 捕えねば …… 」 

それ は 二人のお 侍さんで した。 

「居た！」 

とその 中の 一 人が、 わたし を 目 付けて 叫び、 手取り 

にしよう として か 組みつ いて 来ました。 (やむ を 得な 

い) と 思って、 わたし は 竹の杖 を 突き出しました。 も 

ち ろん 急所へ あてたん で。 かすかに 呻き 声 を あげたば 

かりで、 そのお 侍さん は 倒れて しまいました。 

くせもの 

「曲者！」 



この 人 は 斬り 込んで 来ました。 

でも その 人 も 倒れて しまいました。 

みぞおち 

わたしの 突き出した 竹の杖が、 うまく 鳩尾へ はまつ 

たからで。 

はんとき 

(ナ— 二 半 刻の ご 辛 棒で。 自然と 息を吹き返し まさ 

あ) 

わたし は 先 へ 進んで 行きました。 

でも わたし は 気が 気ではありませんでした。 あの 鶴 

吉 という 男が、 わたしの ように 土塀 を 乗り越えて、 屋 

敷 内に はいり 込んだ という こと は、 わたしに はわ かつ 

ており ましたが、 愚図愚図 している うちに 目的 を 遂げ 



て、 この 屋敷から 脱け 出されたら、 一大事と 思った か 

ら です。 

わたし は 先へ 進んで 行きました。 

すると 「誰 だ！」 という 声が 起こり、 つづいて 「わ ッ」 

わめ 

という 悲鳴が 起こり、 すぐに 「曲者！」 と 喚く 声が 聞 

こえ、 つづいて 「わ ッ」 という 悲鳴が 聞こえ、 さらに 

逃げて でも 行く らしい、 けたたましい 足音が 聞こえ ま 

したが、 またもや 「わ ッ」 という 悲鳴が 聞こえ、 その 

後 は 寂然と な つ てし まいました。 

す 一 」 や き や つ 

(凄い な。 三人 殺った！ 彼奴 だ！) 

とわたし は 走つ て 行きました。 



そうして 間もなく わたし は、 厳重な 旅の 仕度 をし、 

黒い 頭巾で 顔 をつ つんだ、 鶴吉と 呼ぶ 例の 男と、 木立 

ちの 中で 刀 を 構えて いました。 そうです わたし も 竹 杖 

仕込みの 刀 を、 ひっこ 抜いて 構えた のです。 

わたしたちの 足 許に ころがって いるの は、 三人の 武 

土の 死骸でした。 みんな 一太 刀で 仕 止められて いまし 

た。 

(凄い 剣 技 だ、 油断す ると あぶない) 

わたし は 必死に 構えました。 

と、 鶴吉は 月の 光で、 わたしの 姿 を 認めたら しく、 

「なんだ、 貴様、 乞食で はない か。 …… しかし、 …… 



本当の 乞食で はない な。 …… 宣れ、 身分 を！」 

「そういう 貴様 こそ 身分 を 宣れ！ 庄内 川から この 屋 

敷へ、 大水 を 取り入れる ために 作り 設けた、 取 入口 を 

やつ 

探ったり、 行き倒れ 者に 身を悄 して、 船大工の 棟領持 

田の 家へ はいり 込み、 娘 を たぶらかして 秘密 を 探った 

り、 最後に はこの 屋敷へ 忍び入 リ、 現場 を 見届けよう 

としたり …… 」 

こやつ 

「黙れ！ 此奴、 それにしても そこまで 俺の 素性 を 知 

おのれ 

ると は 9 さて は、 汝は、 もしゃ 汝 は？：」 

「 」 

おんみつ 

「隠密で はない かな？ ど こぞの 国の？」 



「 」 

「もの は 相談 じ や、 いや 頼み じ や、 同じ 身分の ものと 

みのが 

見かけ、 頼む 見遁 して くれ」 

「礼に は 何 を くれる」 わたし はこう 言って やりました 

「ナニ 礼 だと、 礼が ほしいの か？」 

「ただで 頼まれて たまる もの か」 

「なるほどな、 もっとも だ。 …… かえって 話が 早くて 

いい。 …… 何が ほしい、 なんでもやる ご 〔# 「何が ほし 



「 汝 この 場で 消えて なくなれ」 

「ナ、 なんだ と？」 

おのれ 

「 汝 に 生きて いられて は 都合が 悪い と 言って いるの 

だ」 

疾風迅雷と でも 形容し ましょう か、 怒りと^ 悪と で 

す さま 

斬り 込んで 来た、 鶴吉の 刀の 凄じかった こと は！ 

あやうく 受け流し、 わたし は 木立ちの 中へ 龃け 込み ま 

した。 その わたし を 追い かけて 来る、 鶴吉の 姿と いう 

ひょう 

もの は、 さながら 豹でした よ。 

(駄目 だ) とわたし は 観念し ました。 (俺の 手で は 仕 

止められない) 



いました ので、 

「あなた 様の 太刀先 を ひつ 外して、 庄内 川へ 飛び込ん 

こやつ 

だ 男が、 隠密の 此奴で ございます。 川がない から 大丈 

夫で。 今度 こそお 討ち とりなさり ませ」 

きさま 

「そういう 貴様 は …… や、 いつぞやの 晚 …… 」 

"よ 、J しょ 

「あれ は 内証に してお きまし ようよ。 お 味方 同志で ご 

ざ いますから」 

言いす てると わたし はお 屋敷の 建物の 方へ、 一散に 

走って 行きました。 

やるべき 仕事 を やって しまう と、 わたし は 引つ 返し 



行った の は、 いうまでもない ことで ございます。 その 

間に 西 条様ゃ 藩士の 方々 は、 鶴吉の 息の根 を 止めよう 

としました。 でも わたし は 制止し ました。 

「どうせ 死んで 行く 人間です、 静かに 死なせて やって 

下さい」 

見れば 鶴吉は 断末魔に 近い 眼 を、 わたしの 眼へ ヒタ 

とつけ て、 物言い たげ にして おりました。 そこで わた 

し は 近寄つ て 行つ て、 耳に 口 を 寄せて ささやきました _ 

「言いたい ことがあるなら 言う が いい」 

「乞食に 計られて 死んだ とあって は、 ォ、 俺 は 死に 切 

れぬ。 頼む、 明かして くれ、 お前の 素性 を」 
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